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事業の流れ

01 02第１回（１⽉）
・研修の流れと意義
・⼦どもの主体性を尊重する保育について学ぶ
・チャレンジテーマの決定
◎まずは⾃⾝・⾃園の保育を振り返り、これから
チャレンジしてみたいことを考えます。

03第２回（２⽉）※各園で1⽇ずつ設定
・互いに保育を開き合う（午前）
・振り返り（午後）
 →チャレンジテーマの進捗状況を語り合う
 →保育の中にある「良さ」や「更にワクワクす
  る保育にするためのアイデア」を共有
◎講師が助⾔するだけでなく、受講者同⼠が園を
超えて共に保育を考えます！

第３回（３⽉）
・成果の発表会
・取り組みのプロセスやそこからの学びを発表
◎⾃分たちの取り組みを整理し、プレゼンテーシ
ョンします。取り組みから⾒えてきた⼤事な視点
を⾔語化しながら、他者に発信するノウハウを学
ぶ機会にも！

本研修の⽬的
・自園のコーディネートのスキルを高める
 　➡まずはご自身のチャレンジテーマを自園で
・園外（地域）も含めたコーディネーターの養成
 　➡自園だけでなく近隣園との繋がり・育ち合いを意識する
・他園のコーディネートに入る場合のノウハウを学ぶ
 　➡お互いの園を見合い、気づきを共有し合う経験
・地域全体での保育の質向上
 　➡地域全体に学びを広げるきっかけに



episode２：保育環境の工夫がワクワクする子どもの姿にepisode1：語る！語る！⼦どものこと

episode３：主体的な遊びの中で見えてきた
１人ひとりの育ち

episode４：保育が楽しい！
      いきいきと発信し始めた保育者たち

チャレンジテーマにチャレンジテーマに
取り組む中で取り組む中で
⾒えてきたものがたり⾒えてきたものがたり⼦どもの姿をベースとした保育を創造す

るためには、⼦ども⼀⼈ひとりのことを
知ろうとすることが必要不可⽋。
取り組み過程では、⼦どものワクワクす
るエピソードを持ち寄り、沢⼭の語り合
いが起こりました。今まであまり⼦ども
のことを話す機会がないと感じていた保
育者からは「この研修をきっかけに先⽣
たちと沢⼭話せて嬉しかった」という声
も！対話が豊かな保育につながることを
実体験を通して知ることができました。

当初、雑然と置かれていた絵本たち…表紙が⾒えるようにホワイトボ
ードを使って置き⽅を⾒直してみました。すると以前よりも絵本に関
⼼を持つ⼦どもの姿が増えただけでなく、１⼈ひとりのお気に⼊りの
絵本が⾒えてきました。そこで更にお気に⼊り絵本が楽しめるような
仕掛けを⽤意すると、遊びは次々と発展！…これはほんの⼀例です
が、保育環境を⾒直し、⼯夫をすることの⼤切さを、参加者全員で学
ぶことができました。

⼦どもの声から始まったラーメン屋さんごっ
こ。メニューには景品付きのお⼦様セットもあ
り、リアルなお店運営に拘って展開していま
す。そんな中でバイト役に指⽰を出しながら忙
しそうにオーダーを取るのはAちゃん。実は、
どちらかというと控え⽬で⼈前に⽴つタイプで
はなかったAちゃんですが、この遊びを通して
いきいきする姿が沢⼭⾒られるようになりまし
た。「夢中になれる遊びとの出会い」が⼈が育
つ上でどんなに⼤切か、改めて学ぶことができ
ました。

研修の最終回では、取り組みの中で学んだこ
とを整理して発表します。印象的だったのは
どの語り⼿も輝いていたこと。⾃分たちで考
えたチャレンジテーマに基づいて、考え、⼯
夫し、試⾏錯誤しながら取り組んだからこ
そ、語りたいことで溢れていました。そして
それは聞き⼿にもしっかりと伝わり、ワクワ
クする保育の輪が会場に広がっていきまし
た。保育者⾃⾝が主体となって取り組んだか
らこその姿でした。

受講した２園は、互いの園を開き合
い、その園にある良さを⾔語化した
り、更にワクワクする保育になるため
のアイデアを考えます。
決して「評価し合う」公開保育ではな
く、「共に味わい、共に考える」機会
として、保育を開き合うのです。
⾃園だけではどうしても⾏き詰まって
しまうことも、他園の保育者の発想か
ら新たなヒントを得ることもでき、地
域で学び合うことの意味を実感する機
会にもなっています。


